
１ 国語 

学校番号 ２１０ 

 

平成３１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 精選「古典 B」改訂版（三省堂）（第 3学年では主に第２部を扱う） 

副教材等 
リード古文１、２（啓隆社） 

改訂増補 最新国語便覧（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・様々な古典を「読む能力」を向上させるとともに、古文漢文に親しむことで、連綿と続く人々

の暮らしや世の流れに思いを馳せてみましょう。 

・古典を楽しむために語彙力や文法の知識をしっかりと身に付けてください。 

・まずは音読することが基本です。予習として、本文をノートに写しておくことを習慣にしてく

ださい。授業の後には内容を振り返り、自らの考えや感じたことをまとめるようにします。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力  c:知識・理解  

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を高め、作品の

価値について自ら考察する

とともに、我が国の文化の特

質や中国の文化との関係に

ついて理解を深めようとす

る。 

古典を読んで、内容及び思想

や感情を、構成や展開に即し

て的確に捉え、ものの見方・

感じ方・考え方を豊かにしよ

うとする。 

古典の理解に役立てるため、

語句の意味、用法、文の構造、

文法、音声、表記等を理解し、

知識を身に付けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワークシート等） 

記述の確認及び分析（ワーク

シート） 

定期考査 

 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ 評価方法 

一
学
期 

 

【古文】 

源氏物語 

・長編物語の構成や展開を把握し、登場人物の行動や心情

を読み味わう。 

・和歌を含む物語を読んで、物語における和歌の役割を考

える。 

・最高敬語について理解する。 

・終助詞について理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・定期考査 

 

【古文】 

言語活動 

貴族の呼び名

―官職と位階

― 

・解説を読んで、古典に表れる官職名や呼称に関心を持つ。 

・課題について調べて、文章にまとめたり発表したりする。 

・副教材や古語辞典・図書館の資料などを主体的に利用す

る。 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題の提出 

 

【漢文】 

逸話 

教材：不顧後

患（説苑）、不

死之薬（韓非

子） 

 

・訓読をして、文章の内容を構成や展開に即して的確に捉

える。 

・本文を訓点に従って正しく読み、書き下し文に改める。 

・筆者が本文によって表そうと意図した内容について、正

確に把握する。 

・疑問・感嘆・比較・二重否定・反語などの句形の読みと

意味とについて理解し、それに即して口語訳をする。 

・本文に表れている中国人のものの見方・考え方を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・ノートの提出 

・課題の提出 

・定期考査 

【漢文】 

漢詩の鑑賞 

 

・漢詩のさまざまな描写に接し、内容を的確に捉える。 

・古体詩について、近体詩と比較しながら理解する。 

・本文を訓点に従って正しく読み、書き下し文に改める。 

・仮定・疑問・反語などの句形の読みと意味とについて理

解し、それに即して口語訳をする。 

・詩に表現された作者の心情を、そのときの作者の境遇と

合わせて理解する。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・ノートの提出 

・定期考査 

【古文】 

紫式部日記 

 

・日記を読んで、人間、社会、自然などに対する作者の思

想や感情を読み取る。 

・文章の内容を構成や展開に即して的確に捉える。 

・格助詞について理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・定期考査 



二
学
期 

【古文】 

大鏡 

・歴史物語を読んで、登場人物の行動や心情を読み味わう。 

・戯曲的な構成を理解し、内容を的確に捉える。 

・助動詞について理解する。 

・敬語について理解し、口語訳に適切にいかす。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・定期考査 

【古文】 

平家物語 

 

・軍記物語の構成や展開を把握し、登場人物の行動や心情

を読み味わう。 

・表現上の特色を理解し、優れた表現に親しむ。 

・音便や挿入句といった、語り物の特色について理解する。 

○ 

 

○ ○ 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・定期考査 

【漢文】 

史伝 

教材：三往、

乃見（三国志） 

 

・訓読をして、文章の内容を構成や展開に即して的確に捉

える。 

・本文を訓点に従って正しく読み、書き下し文に改める。 

・筆者が本文によって表そうと意図した内容について、正

確に把握する。 

・疑問・感嘆・比較・二重否定・反語などの句形の読みと

意味とについて理解し、それに即して口語訳をする。 

・本文に表れている中国人のものの見方・考え方を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・ノートの提出 

・課題の提出 

・定期考査 

【古文】 

枕草子 

 

・随筆に表れた、作者のものの見方や古典の世界の風習な

どに興味・関心を持つ。 

・話の構成や展開を把握し、登場人物の行動や心情を読み

味わう。 

・助動詞の知識を確認し、解釈にいかす。 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・定期考査 

【古文】 

言語活動 

平安時代の文

学―女性と仮

名 

・解説を読んで、平安時代の女性文学に関心を持つ。 

・課題について調べて、文章にまとめたり発表したりする。 

・副教材や古語辞典・図書館の資料などを主体的に利用す

る。 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・課題の提出 

 

三

学

期 

【古文】  

雨月物語 

・近世小説を読んで、大意把握の力を養う。 

・話の構成や展開を把握し、登場人物の行動や心情を読み

味わう。 

・近世の語彙・語法を理解する。 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・定期考査 



 

※ 表中の観点については a:関心・意欲・態度  b:読む能力  c:知識・理解 を表す。 

 

 

【漢文】 

儒家・道家の

思想 

教材：論語、

孟子など 

・中国の主要な思想である道家・法家の主張の概要を理解

する。 

・儒家の思想との違いを理解する。 

・本文を訓点に従って正しく読み、書き下し文に改める。 

・比較・疑問・二重否定などの句形の読みと意味とについ

て理解し、それに即して口語訳をする。 

・古代中国の思想から現代に通ずるものの見方・考え方を

知る。 

○ 

○ 

 

  

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・ノートの提出 

・課題の提出 

・定期考査 

  

【古文】 

去来抄 

・俳論を読んで、作者の思想や感情を読み取る。 

・文章の内容を構成や展開に即して的確に捉える。 

・俳論に表れた考え方を、人生論に敷衍して話し合う。 

・俳句に表現された世界の広がりに興味を抱く。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・指名音読 

・学習課題集の

提出 

・定期考査 


